
公立諏訪東京理科大学の校章及びロゴマークについて 

 

資料５ 

 

公立諏訪東京理科大学の校章及びロゴマークが決定しました。 

 

１ 校章及びロゴマーク制作の経過 

平成 30 年４月に新たな公立大学としてスタートする公立諏訪東京理科大学のシンボ

ルとして、学生や地域住民が愛着や誇りを持つことができ、また、広く大学をＰＲする

ことができる「校章」及び「ロゴマーク」を制作することとして、平成 29 年８月に校

章及びロゴマークの制作に係る業務委託事業者を公募型プロポーザルを実施し選定い

たしました。 

選定に当たっては、「公立諏訪東京理科大学の校章及びロゴマークの制作に係る業務

委託事業者選定委員会」を設置し、当委員会による採点に学生投票による加点を行い、

業者選定を行いました。 

 その後、業者の提案を基にしながら、制作を行ってまいりました。 

 

２ 制作業者 

業者の選定に当たっては、それぞれ応募のあった全６者の提案について、コンセプト

性、シンボル性、オリジナリティ、デザイン性の観点から選定いたしました。 

(1) 校章 

株式会社 像形（長野県伊那市） 

(2) ロゴマーク 

株式会社 シグレスト（東京都文京区） 

 

３ デザイン及びコンセプト 

詳細について別紙参照 

 

  

４ その他 

 専門家（弁理士）による同一又は類似の商標登録の事前の調査を行うとともに、商標

登録の出願を行いました。 

 

 

 



デザイン及びコンセプトについて 

校章 デザイン コンセプト 

 

公立諏訪東京理科大学の校章は、６つの頂点と３つのリング、そして中

心の「諏理大」の文字により構成しています。 
 

周囲の６つの頂点は、諏訪地域６市町村を表し、この公立諏訪東京理科

大学が諏訪地域６市町村のもとで開学したことを意味しています。 
 

３つのリングは、本学の柱となる「情報」「機械電気」「経営」の３つの

分野を示しており、それらがクロスすることにより分野を超えた「融合」

を表現しています。 
 

諏訪地域６市町村が手を取り合う中に、公立諏訪東京理科大学を表す

「諏理大」があることにより地域との連携を表し、また、この諏訪の地を

中心として世界へ羽ばたく人材を育てていくことを表現しています。 

ロゴマーク デザイン コンセプト 

 

 

 

 

 

公立諏訪東京理科大学のロゴマークは、ものづくり産業の拠点である長

野県諏訪地域に立地する工学系大学として、Suwa の「Ｓ」と Science「Ｓ」、

２つの「Ｓ」をメインモチーフとしています。   

中央から外側へ向かう動きのある力強いデザインにより、この諏訪地域

を中心として、自らの力で将来を切り開き、世界へと羽ばたいていくイメ

ージを表現しています。また、シャープさを伴わせることにより、未来へ

向かっていく先進性や次世代へのイノベーションを表現しています。   

２つのモチーフが多次元的に重なり合うことによって、諏訪東京理科大

学の伝統である「工学」と「経営学」の融合を表現しています。   

「新しい風」をイメージした若草色のラインが中心に向かって吹き込む

ことによって、伝統と革新の融合を表現するとともに、地域住民をはじめ、

産業界、金融機関、他教育機関、地域自治体など、様々な人々が大学を起

点に連携していくイメージを表現しています。 

 


